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1. 授業の概要（ねらい）
書道で使用する文房四宝（筆墨硯紙）をはじめとする各種用具用材について、専門的な知識を学び、正確な使用方法を習
得します。また、多くの用具用材の中から、使用目的に叶うものを的確に選択することができる能力を身に付けます。前期
は、書道用具の歴史について、さまざまな出土資料を中心に、中国大陸や朝鮮半島における書道用具の変遷について明
らかにし、日本への影響関係について明らかにしたいと思います。授業内容の理解度を深めるために、ディスカッションやグ
ループワークを取り入れ、プレゼンテーションも随時開催を予定しています。

2. 授業の到達目標
・各種の用具用材の使用目的を理解する。
・用具用材の原材料や制作過程を理解する。

3. 成績評価の方法および基準
・レポートの提出（４割）と、授業時間内の小テストおよび、授業への積極的な参加状況等を合計した平常点（６割）で評価
します。

4. 教科書・参考文献
参考文献
芸術新聞社　『決定版　日本書道史』

5. 準備学修の内容
・普段から書道用具・用材について関心を持ってください。
・参考文献や授業時間内に配布するプリントを活用して、予習と復習を行ってください。

6. その他履修上の注意事項
・第１回目の授業の冒頭で、本科目の到達目標やレポート課題、成績判定方法について説明を実施します。履修希望者は
例外なく必ず出席し、履修希望票（第１回目の授業時間内に配布）を提出してください。
・毎時間取り上げる用具・用材の歴史や構造を理解して、実際に使用する場面で活用するように努めてください。
・原則、対面授業での計画のため、感染症対策で授業形態に変更が生じた場合は、改めてシラバスの変更点を連絡しま
す。

7. 授業内容
【第１回】 　授業の目的と内容、授業の進め方、評価の仕方など
【第２回】 　筆の製法と歴史（出土資料）
【第３回】 　筆の製法と歴史（伝世資料）
【第４回】 　墨の製法と歴史（出土資料）
【第５回】 　墨の製法と歴史（伝世資料）
【第６回】 　硯の製法と歴史（出土資料）
【第７回】 　硯の製法と歴史（伝世資料）
【第８回】 　紙の製法と歴史（出土資料）
【第９回】 　紙の製法と歴史（伝世資料）
【第10回】 　紙の製法と歴史（原材料と製法）
【第11回】 　文房四宝以外の用具
【第12回】 　現代の書道用具
【第13回】 　用具用材の実習（古代の硯）
【第14回】 　用具用材の実習（木簡の書）
【第15回】 　書道用具の歴史と今後の課題


